
昭
和
如
年
度
に
お
け
る
特
別
史
跡
「
平
城
宮
跡
」
の
発
掘
調
査
は
第
旭
次
（
補

足
）
・
溺
次
・
”
次
・
鎚
次
・
犯
次
に
わ
た
り
、
こ
の
ほ
か
奈
良
簡
易
保
険
保
養

セ
ン
タ
ー
連
投
予
定
地
の
緊
急
調
査
を
奈
良
県
教
育
委
員
会
に
協
力
し
て
尖
施
し

た
。

第
皿
次
補
足
調
査
は
、
第
二
次
内
裏
周
辺
の
整
備
計
画
に
と
も
な
う
も
の
で
あ

る
。
第
茄
次
・
犯
次
調
査
の
目
的
は
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
で
あ
る
宮
城
四
黍
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
第
”
次
・
肥
次
調
査
は
、
今
ま
で
調
査

を
し
て
い
な
い
第
一
次
内
裏
想
定
地
域
を
中
心
と
し
て
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
調
査
同
次
、
地
区
名
、
期
間
、
面
稔
に
つ
い
て
は
第
１
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
枢
次
補
足
調
査
第
２
次
内
裏
南
面
築
地
回
廊

調
査
地
域
は
、
こ
れ
ま
で
四
回
に
わ
た
り
調
査
し
た
第
二
次
内
裏
内
郭
の
中
央

南
部
で
、
昭
和
詑
年
の
調
査
で
は
、
南
面
築
地
向
廊
の
北
側
雨
落
溝
ま
で
検
出
し

た
が
、
今
圃
の
補
足
調
査
に
よ
っ
て
、
卿
廊
基
壇
と
閤
門
と
の
規
模
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
た
だ
し
基
壇
南
側
は
後
世
の
破
壊
を
こ
う
む
っ
て
お
り
、

基
壇
北
縁
も
大
正
過
年
の
保
存
工
事
の
際
作
ら
れ
た
溝
で
削
り
取
ら
れ
て
い
た
。

南
面
築
地
回
廊
の
○
言
っ
回
廊
は
複
廊
、
す
な
わ
ち
築
地
の
両
側
に
廊
を
そ

な
え
た
形
式
で
あ
る
。
門
の
東
西
に
接
続
す
る
皿
間
分
と
２
間
分
と
を
検
出
し

た
。
東
西
柱
間
は
ほ
箕
等
間
隔
で
、
平
均
少
認
、
あ
る
。
築
地
本
体
の
幅
員
は
、

平
城
宮
発
掘
調
査
概
報

昭
和
伽
年
度
平
城
宮
発
掘
調
査
概
報東

部
で
］
・
ｇ
ｍ
、
門
の
両
脇
で
］
・
馬

、
あ
り
、
門
の
附
近
が
や
上
広
く
な

っ
て
い
る
。
寄
柱
礎
石
の
大
き
さ

は
、
ほ
壁
方
如
廻
厚
さ
圏
．
、
皿
を

測
る
。
そ
の
中
の
一
箇
に
は
小
柄
穴

が
あ
っ
た
。
築
地
本
体
の
構
築
は
、
畑Ｉ

ま
ず
築
地
位
置
の
雑
底
面
を
叩
き
間
縮

め
、
添
柱
を
立
て
、
約
卵
、
の
高
さ
郷

ま
で
版
築
を
重
ね
る
。
そ
し
て
凝
灰
度

岩
の
寄
柱
礎
石
を
据
え
つ
け
、
廊
床
癖

面
と
そ
ろ
え
た
あ
と
、
本
体
を
祇
梁
跡

あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
寄
柱
礎
石
の

外
側
は
、
築
地
の
壁
面
に
そ
ろ
え
て
俵

い
る
。
廊
の
部
分
は
、
東
部
で
は
地
第

山
面
を
削
り
、
第
９
次
調
査
に
よ
っ

て
確
認
し
た
神
明
野
古
墳
の
周
濠
部

に
あ
た
る
西
部
で
は
、
盛
土
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
東
西
の
高
さ
を
調

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
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お
よ
び
南
側
柱
の
柱
間
は
』
．
鼠
あ
る
。
親
柱
の
根
石
に
北
接
し
て
凝
灰
岩
寄
柱

礎
石
痕
跡
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
門
は
一
間
分
の
み
で
、
築
地
が
そ
の
す
ぐ
脇
に

と
り
つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
門
の
北
半
の
床
に
は
、
敷
石
を
し
き

つ
め
た
ら
し
く
、
そ
の
三
間
分
に
凝
灰
岩
の
粉
末
が
散
布
し
て
お
り
、
回
廊
床
面

舗濡 奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

ｓＡＯ２４８
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よ
り
約
加
ｍ
低
く
か
つ
た
。
な
お
こ
の
痕
跡
は
南
側
に
は
な
い
。

出
土
遺
物
に
は
、
土
器
と
軒
瓦
加
数
点
と
埴
輪
が
あ
る
。
瓦
の
な
か
に
は
表
層

よ
り
出
土
し
た
「
超
昇
寺
口
堂
」
と
記
し
た
軒
丸
瓦
が
一
点
あ
っ
た
。

前
向
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
第
二
次
内
裏
の
掘
立
柱
回
廊
は
、
二
回
の
建
て

か
え
の
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
今
同
の
調
査
で
は
、
築
地
回
廊
に

そ
れ
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
門
か
ら
東
へ
９
間
目
の
柱
列
は
、
内
裏
正
殿
を

囲
む
掘
立
柱
回
廊
の
○
』
喝
の
西
側
柱
列
と
一
致
し
、
ｍ
間
目
の
柱
列
は
、
の
○

台
『
よ
り
新
し
い
柵
の
シ
心
浅
と
も
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
南
面
築
地

向
廊
が
少
く
と
も
二
時
期
に
わ
た
っ
て
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。

ur0誼Ｌ三

－
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１．．．．１

整
し
、
そ
の
上
に
黄
色
土
を
の

せ
叩
き
間
め
て
あ
り
、
北
面
仙

廊
と
ち
が
っ
て
、
蚊
荷
の
存
在

は
確
認
出
来
な
か
っ
た
。
床
面

は
、
築
地
を
は
さ
ん
で
両
側
に

廊
緩
る
く
傾
斜
し
て
い
る
。
廊
の

岨
側
柱
位
置
は
築
地
心
か
ら
函
・
震

醇
ｍ
に
あ
り
、
東
部
で
検
出
し
た

癖
掘
方
三
箇
の
中
二
箇
に
は
、
方

納
形
に
並
べ
た
根
石
が
の
こ
っ
て

輝
い
た
。
他
方
西
部
で
は
、
埋
士

ｉ
の
た
め
、
礎
石
位
置
を
壷
掘
り

叉
．潮

し
、
そ
の
中
に
。
ハ
ー
フ
ス
と
粘
土

を
互
層
に
し
て
地
固
め
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
置
か
れ

た
根
石
は
、
大
部
分
が
取
り
去

ら
れ
て
い
た
。

悶
門
の
園
笥
９
こ
の
門
は

内
裏
中
軸
線
上
に
あ
っ
て
親
柱

昌
一

向
廊
が
少
く
と
も
二
時
雄
に
わ
た
つ

第
閥
次
調
査
宮
城
西
面
中
門

第
妬
次
調
査
は
、
宮
城
西
面
の

中
門
と
そ
の
内
側
に
沿
う
細
長
い

区
域
を
発
掘
し
た
。
そ
の
結
果
西

面
中
門
、
掘
立
柱
建
物
４
棟
、
柵

列
７
条
、
井
戸
２
荘
、
溝
３
条
を

検
州
し
た
。

西
面
中
門
の
、
患
ｇ
は
基
鱒
一
西

側
の
大
半
が
道
路
の
下
に
あ
る
た

め
、
東
半
部
だ
け
を
発
掘
し
た
。

雅
聴
上
部
は
、
か
な
り
後
世
の
削

平
を
受
け
て
い
た
が
、
掘
り
込
み

の
韮
礎
地
固
め
を
検
出
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
基
礎
地
固
め
は
基
底

一雰穂

館２図第25次調査宮城西面中門附･近

飼 舗審議 」
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平
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発
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ヴ
ヰ

部
で
約
㈹
ｍ
ほ
ど
残
っ
て
お
り
黄
褐
色
粘
土
、
バ
ラ
ス
な
ど
で
交
互
に
版
築
さ
れ

て
い
る
状
況
が
明
確
に
ゑ
ら
れ
た
。
韮
埴
の
大
き
さ
は
南
北
幅
約
圏
改
、
、
東
四

幅
は
門
の
西
半
が
道
路
下
に
あ
る
た
め
不
明
で
あ
る
。
第
妬
次
調
査
の
四
面
南
門

で
は
南
北
約
犯
、
、
東
西
幅
は
築
地
大
垣
の
復
原
か
ら
皿
、
と
推
定
し
て
い
る
。

そ
れ
に
較
べ
る
と
こ
の
門
の
東
西
幅
は
、
や
入
小
さ
い
規
模
で
あ
っ
た
と
考
え

る
。

門
に
と
り
つ
く
西
而
築
地
大
垣
は
、
築
地
本
体
が
道
路
の
下
に
あ
り
調
査
で
き

な
か
っ
た
。
ま
た
犬
走
り
も
門
を
中
心
と
し
た
南
北
の
大
部
分
の
と
こ
ろ
で
は
、

完
全
に
削
平
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
調
査
地
域
の
南
で
は
、
約
ｎ
ｍ
に
わ
た
っ
て

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
一
部
で
は
掘
込
み
地
固
め
の
版
築
の
少
忌
日
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

秋
篠
川
水
系
の
旧
河
道
の
〆
扇
忍
は
、
調
査
地
域
の
南
半
部
を
占
め
て
お
り
、

宮
城
造
鴬
の
際
に
は
埋
立
て
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
河
道
は
こ
の
地
点
で
西

か
ら
南
方
向
へ
折
れ
曲
り
、
南
に
接
す
る
第
肥
次
調
査
地
域
へ
続
い
て
い
る
。

柵
の
シ
誤
ｇ
と
の
診
窃
ｇ
は
門
の
東
妬
ｍ
の
と
こ
ろ
で
］
き
、
以
上
に
わ
た
っ

て
い
る
。
の
少
尉
ｇ
の
北
端
は
土
壌
の
宍
窓
ｇ
に
切
ら
れ
て
お
り
、
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
門
に
対
し
て
の
少
＄
ｇ
の
南
端
と
対
称
の
位
置
に

第３図

第27次調査木樋暗渠

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
３
間
分
が
削
除
さ
れ
、
巾
門
の
正
面
で
８
間
分
が
開
放
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
柵
は
門
と
同
時
期
の
も
の
と
考
え
る
が
、
柵
列
の
南

端
部
で
は
、
奈
良
時
代
の
整
地
層
と
さ
れ
る
茂
柵
色
土
の
下
か
ら
柱
穴
が
穿
れ
て

い
る
の
で
、
平
城
宮
造
営
の
比
較
的
古
い
時
期
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
東
へ
卯
、
隔
て
て
の
捧
窃
認
・
誤
雪
・
韻
密
が
平
行
し
て
走
っ
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
そ
の
相
互
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の
う
ち
の
捧
誤
雪
は
第
肥

次
調
査
で
検
出
さ
れ
た
柵
列
に
続
く
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
こ
の
柵
は
①
画
誤
ｇ

に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
南
北
方
向
の
柵
列
に
対
し
、
の
シ
窃
雪
と

の
シ
患
侮
は
東
西
方
向
に
連
続
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
掘
立
柱
建
物
の
国

韻
ｇ
と
柱
並
び
の
一
致
か
ら
、
同
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
掘
立
柱
建
物
の
う
ち
の

画
韻
ｇ
を
除
く
３
棟
は
、
い
ず
れ
も
前
後
関
係
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
は
な
か

っ
た
。
ほ
か
に
こ
の
地
域
で
は
、
平
城
宮
以
前
お
よ
び
以
降
の
遺
樵
が
あ
る
。

平
城
宮
以
前
の
遺
椛
と
し
て
は
、
発
掘
地
域
の
ほ
賀
中
央
を
斜
め
に
二
条
の
溝

の
ロ
忠
呂
・
韻
ざ
が
横
切
っ
て
い
る
。
こ
の
種
の
満
の
形
態
は
、
第
皿
次
闘
在
で

住
居
杜
群
と
共
に
検
川
さ
れ
た
も
の
に
類
似
し
て
い
る
。
遺
物
は
上
屑
遺
物
に
弥

生
式
土
器
、
土
師
器
な
ど
混
在
し
て
い
た
。
秋
篠
川
旧
河
道
に
は
堆
積
砂
層
を
堀

り
込
ん
だ
土
壌
の
侭
誤
ｇ
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
布
留
式
（
土
師
器
）
の
土
器
が
川

土
し
た
。

平
城
宮
以
降
の
も
の
と
し
て
発
掘
地
域
の
各
所
に
瓦
器
の
包
含
層
が
あ
り
、
平

城
宮
廃
絶
後
の
生
活
面
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
掘
立
柱
建
物
の
国
誤
宕
は

柱
穴
も
小
さ
く
、
中
か
ら
瓦
器
の
出
土
も
あ
り
、
そ
の
時
期
の
建
物
と
さ
れ
る
。

井
戸
の
固
忠
ｇ
・
誤
呂
は
極
め
て
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
方
１
ｍ
の
木

枠
が
わ
ず
か
に
残
り
、
後
者
は
底
に
曲
物
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
た
。

3３
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域
東
南
で
検
出
し
た
柱
穴
２
個
の
〆
雪
麗
が
あ
る
。
ひ
と
つ
の
底
に
は
礎
板
が
の

こ
っ
て
い
た
。
南
北
大
溝
に
か
か
る
橋
の
〆
雪
ｇ
の
年
代
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ

の
西
の
道
路
敷
を
東
西
柵
の
陸
雪
琶
の
門
と
関
連
さ
せ
る
な
ら
ば
、
Ａ
期
か
ら
は

じ
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｂ
期

ｌ
Ｉ
０
０
ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｊ
ｂ
０
Ｄ
ｒ
Ⅲ
０
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｌ
Ｗ
、

１
１
１

１
１
１

昌

〃
へ
”
一
一

岳昌

〃
へ
”
一
一

岳

伽
Ｉ

剖呂’剖呂’

１
１
１

5日T
ｎ丁ｑｑ

＃廿山＃廿山

ｓｏ。７９０

くＫａ７ｇｇ
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園
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全
体
と
し
て
出
土
遺
物
は
少
堂
で
土
器
、
屋
瓦
の
ほ
か
は
な
か
っ
た
ｃ

第
四
次
調
査
第
一
次
内
裏

第
”
次
調
査
地
域
は
、
宮
城
の
ほ
壁
中
心
部
北
半
に
あ
た
り
、
第
一
次
内
裏
想

定
地
域
で
あ
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
建
物
３
、
柵
５
、
廊
１
、
築
地
２
、
溝
、
、
橋
１
，

門
、
土
壊
な
ど
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
少
く
と
も
、
造
営
期
を
Ａ
・
Ｂ
．
Ｃ
の
三

時
期
に
わ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

Ａ
期

Ａ
期
に
属
す
る
遺
構
に
は
、
南
北
築
地
・
築
地
西
側
の
二
条
の
東
西
柵
、
築
地

東
側
の
東
西
柵
、
そ
れ
に
付
属
す
る
門
、
東
西
溝
（
下
層
）
、
凝
灰
岩
暗
渠
、
玉

石
積
暗
渠
、
南
北
大
溝
（
下
層
）
そ
の
他
が
あ
る
。

南
北
築
地
の
少
舘
ｇ
は
、
発
掘
地
域
の
中
央
を
南
北
に
貫
ぬ
い
て
お
り
、
さ
ら

に
北
と
南
と
に
延
び
る
。
発
見
し
た
の
は
、
基
礎
固
め
の
み
で
あ
る
。
築
地
本
体

は
幅
２
ｍ
で
、
東
西
に
犬
走
り
（
幅
。
．
、
、
）
と
溝
（
幅
◎
・
岳
）
と
を
そ
な
え
て
い

る
。
築
地
西
側
に
あ
る
二
条
の
東
西
柵
の
缶
麗
９
．
の
缶
舘
扇
は
、
皿
、
間
隔
で

平
行
し
、
い
ず
れ
も
柱
間
四
・
３
ｍ
あ
る
。
東
端
は
南
北
築
地
の
少
麗
ｇ
に
と
り
つ

い
て
お
り
、
西
端
は
発
掘
地
域
外
に
延
び
て
い
る
。
築
地
の
東
に
は
柵
の
シ
舘
急

の
ほ
竺
東
延
長
線
上
に
柱
間
函
．
急
ｍ
等
間
の
東
西
柵
の
少
雪
ｇ
が
あ
る
。
そ
の
西

端
は
築
地
に
と
り
つ
き
、
東
端
は
南
北
大
溝
の
ロ
雪
扇
に
た
っ
し
て
い
る
。
こ
の

東
西
柵
の
中
央
に
柱
間
吟
函
ｍ
の
門
が
あ
る
門
の
柱
穴
に
は
礎
板
が
の
こ
っ
て
い

た
。
柵
の
跨
召
ｇ
の
南
側
に
は
、
築
地
の
西
側
か
ら
は
じ
ま
り
、
南
北
大
溝
の
ロ

雪
扇
に
注
ぐ
東
西
溝
の
ロ
雪
詞
（
幅
っ
・
『
、
）
が
あ
る
。
こ
の
溝
は
、
門
の
前
で
は

玉
石
積
暗
渠
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
Ａ
期
に
属
す
る
遺
構
と
し
て
は
、
発
掘
地
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平
城
宮
発
掘
調
査
概
報

Ｃ
期

Ｃ
期
に
属
す
る
遺
構
に
は
、
築
地
、
柵
等
が
あ
る
。
築
地
の
少
麗
ら
は
、
調
脊

地
域
中
央
を
北
か
ら
延
び
て
西
へ
曲
っ
た
現
存
の
土
塁
が
そ
れ
で
あ
る
。
東
面
の

築
地
は
、
Ｂ
期
の
南
北
廊
基
壇
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
南
面
の
築
地
は
、
二

条
の
東
西
柵
の
少
舘
ｇ
と
の
匪
諸
扇
の
中
軸
線
上
に
築
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
南

面
築
地
は
比
絞
的
良
く
基
底
部
（
鵬
２
ｍ
）
が
の
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
南
面
築
地

の
南
に
接
し
て
溝
（
幅
１
ｍ
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
南
に
犬
走
り
様
の
基
壇
（
慨
鱒
い

、
）
を
そ
な
え
て
い
る
。
南
面
築
地
の
東
端
近
く
に
は
、
凝
灰
岩
暗
渠
の
ロ
諾
忌

が
あ
る
が
、
こ
れ
に
接
続
す
る
溝
は
削
平
を
う
け
て
、
築
地
の
南
、
北
に
も
現
存

し
て
い
な
い
。
当
地
域
南
半
部
に
は
、
直
角
に
曲
る
画
．
湯
ｍ
等
間
の
柵
の
シ
雪
き

が
あ
る
。
そ
の
束
而
に
は
、
門
と
み
ら
ら
れ
る
柱
間
切
迫
ｍ
の
個
所
が
あ
る
。
以

上
あ
げ
た
遺
構
の
ほ
か
に
、
画
期
と
Ｃ
期
と
の
間
の
も
の
と
し
て
、
南
西
部
の
轍

の
〆
笥
観
、
石
敷
南
北
満
の
西
方
一
面
に
敷
か
れ
た
バ
ラ
ス
、
南
面
築
地
南
側
の

不
整
形
の
濠
の
ロ
閏
霞
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
発
掘
の
所
見
か
ら
、
Ｃ
期
の
構
築

に
関
係
あ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

Ａ
・
Ｂ
．
Ｃ
各
期
の
う
ち
、
Ｂ
期
に
つ
い
て
は
、
南
北
廊
東
犬
走
り
上
で
多
量

に
検
出
し
た
軒
瓦
が
密
９
．
ｓ
震
．
留
置
Ｉ
Ｃ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
年
代
を

第
２
次
内
裏
の
時
期
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
Ａ
期
は
第
１
次

内
裏
の
時
期
に
、
ま
た
Ｃ
期
は
平
城
上
皇
の
年
代
に
想
定
で
き
る
。

従
来
第
１
次
内
裏
の
築
地
回
廊
痕
跡
と
想
定
し
て
い
た
現
存
の
土
塁
は
、
時
期

の
さ
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
そ
の
築
地
の
直
下
、
お
よ
び

南
延
長
線
上
に
、
南
北
築
地
の
基
底
部
を
確
認
し
た
こ
と
は
、
第
１
次
内
裏
・
朝

堂
院
の
東
を
画
す
る
築
地
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
南
面
築
地
を
は
さ
む
２
条
の

3５

Ｂ
期
に
属
す
る
遺
構
に
は
、
南
北
廊
、
石
敷
南
北
溝
（
下
層
）
、
素
掘
南
北

溝
、
土
城
な
ど
が
あ
る
。

南
北
廊
の
○
雪
司
は
、
韮
壇
中
央
に
柱
間
催
．
②
ｍ
等
間
の
柱
列
が
一
列
あ
る
だ

け
の
廊
で
、
Ａ
期
の
築
地
の
シ
諾
ｇ
と
重
複
し
て
検
出
し
た
。
廊
は
発
掘
地
域
の

南
北
に
貫
き
、
そ
の
北
と
南
は
発
掘
地
域
外
に
延
び
て
い
る
。
基
壇
（
幅
６
ｍ
）
の

築
成
に
は
一
部
旧
築
地
を
利
用
し
て
い
る
。
唯
垣
の
両
側
に
は
、
幅
函
函
ｍ
の
犬

走
り
と
み
ら
れ
る
部
分
が
あ
り
、
東
側
で
は
素
掘
り
南
北
溝
の
ロ
雪
囲
が
あ
る
。

Ｂ
期
に
属
す
る
遺
構
と
し
て
は
、
他
に
東
北
部
に
土
城
の
汽
雪
圏
・
の
属
雪
認
。

東
南
部
に
の
屍
雪
ざ
、
中
央
に
①
宍
雪
雪
が
あ
る
。

画
期

臼
期
に
属
す
る
遺
構
に
は
、
木
樋
暗
渠
．
石
敷
南
北
溝
（
上
層
）
、
南
北
大
溝

（
上
層
）
、
握
舎
等
が
あ
る
。

木
樋
暗
渠
の
己
署
ざ
は
、
南
北
廊
の
○
笥
司
基
埴
西
側
の
石
敷
南
北
溝
の
ロ
雪

ｇ
か
ら
の
流
れ
を
う
け
て
、
東
の
南
北
大
溝
の
ロ
雪
忌
（
上
勝
）
に
注
ぐ
東
西
虹

ｍ
の
暗
渠
で
あ
っ
て
、
木
樋
７
本
を
あ
い
つ
ら
ね
て
い
る
。
石
敷
南
北
溝
の
ロ
雪

呂
（
上
層
）
の
木
樋
暗
渠
へ
の
取
水
口
は
、
石
敷
を
一
部
低
め
、
そ
の
南
、
北
端

を
、
特
に
喋
を
縦
波
承
に
縁
ど
り
し
、
水
の
流
入
を
容
易
に
し
て
い
る
。
南
北
廊

の
○
雪
弓
基
壇
上
に
、
画
・
画
ｍ
等
間
の
南
北
柱
列
の
シ
雪
器
が
５
条
検
出
さ
れ
た
。

こ
れ
は
握
舎
（
仮
設
建
物
）
の
柱
列
と
み
ら
れ
る
。
東
二
条
が
一
対
を
な
し
、
西

の
三
条
の
う
ち
、
東
の
一
条
（
五
条
の
中
央
の
条
）
と
西
の
二
条
と
が
そ
れ
ぞ
れ
対
に

な
っ
て
お
り
、
都
合
３
回
の
仮
設
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
に
こ
の
画
期
に

属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
南
北
溝
の
ロ
雪
扇
の
西
に
沿
う
柱
問
い
・
諾
ｍ
等

間
の
柵
の
シ
雪
ｇ
が
あ
る
。
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集
す
る
土
壌
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
も

の
で
、
局
部
的
に
著
し
い
敵
の
凡
堆

積
を
検
出
し
た
。
削
平
を
う
け
て
底

石
だ
け
を
の
こ
す
玉
石
溝
の
ロ
舘
段

は
、
流
出
口
と
考
え
ら
れ
る
場
所
に

合
掌
作
り
の
木
組
施
設
の
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
暗
渠
で
あ
っ
た
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
発
掘
地
域
中
央
に
Ｌ

字
状
に
曲
る
溝
（
幅
。
・
爵
）
の
口
笛

急
と
西
端
に
地
域
外
に
延
び
る
東
西

溝
Ｓ
ｂ
舘
酋
が
あ
る
。

平
城
宮
以
前
か
と
思
わ
れ
る
遺
構

に
、
発
掘
地
域
中
央
を
斜
め
に
よ
ぎ

る
溝
の
ロ
鵠
乞
（
幅
］
・
鼠
）
が
あ
り

溝
底
よ
り
弥
生
式
後
期
の
土
器
片
を
検
出
し
た
。

出
土
遺
物
は
少
な
い
が
、
お
も
な
も
の
と
し
て
、
南
北
溝
の
ロ
麗
圏
か
ら
、
木

製
百
万
塔
未
完
成
品
１
基
（
、
絵
参
照
）
、
木
製
漆
製
柄
頭
、
木
簡
辺
点
が
あ
る
。

そ
の
ほ
か
土
器
・
瓦
、
円
座
、
滞
等
が
あ
っ
た
。
以
上
の
発
掘
結
果
か
ら
、
遺
跡

の
性
格
を
判
断
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
遺
構
・
遺
物
が
き
わ
め
て
少
な
い
こ

と
が
当
地
域
の
特
徴
で
あ
り
、
さ
ら
に
今
後
の
隣
接
地
域
の
調
査
成
果
を
ま
つ
も

の
で
あ
る
。

第
魂
次
調
査
宮
城
東
南
隅

＃ｂ】掴【･野B,
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東
西
柵
は
、
内
一
髪
内
部
を
画
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
結
果
の
ほ
か
に
、
平
城
宮
以
前
の
遺
構
と
し
て
、
西
南
部
の
溝
の
ロ
雪

忌
、
土
嬢
の
属
雪
忠
、
方
位
を
無
視
し
た
建
物
二
棟
の
国
雪
認
・
の
国
雪
亘
、
西

北
部
の
土
鱗
の
属
雪
麗
・
の
宍
笥
署
が
あ
る
。
溝
、
土
壌
は
古
墳
時
代
に
属
し
て

お
り
、
こ
の
建
物
も
そ
の
年
代
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
る
。

出
土
遺
物
は
、
瓦
、
噂
．
土
器
、
木
簡
、
柱
根
、
礎
板
、
木
樋
な
ど
が
あ
る
。

瓦
の
組
み
合
わ
せ
の
中
で
、
新
に
密
９
．
ｓ
震
１
９
置
○
の
組
合
わ
せ
を
象
と

承
た
。
木
簡
は
、
土
城
の
属
雪
ざ
か
ら
検
出
し
た
も
の
が
２
点
あ
っ
て
、
１
点
に

は
「
角
俣
」
の
墨
書
が
あ
っ
た
。
木
樋
は
建
築
材
を
転
用
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
、
柱
の
ほ
か
、
桁
を
転
用
加
工
し
た
も
の
も
あ
る
。
な
お
木
樋
の
一
部
（
３
本
）

は
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
保
存
科
学
部
と
協
議
し
、
防
腐
処
置
の
上
現
地
に

保
存
す
る
こ
と
に
し
た
。

第
羽
次
調
査
第
１
次
内
裏
西
方
隣
接
区

調
査
地
域
は
、
佐
紀
池
の
南
に
あ
た
る
い
ち
だ
ん
低
い
区
域
で
あ
っ
て
、
小
字

「
池
尻
」
に
属
し
、
第
一
次
内
裏
想
定
地
域
の
西
側
で
あ
る
。
遺
構
と
し
て
は
、

溝
、
土
城
の
ほ
か
、
柵
三
条
を
検
出
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

発
掘
地
域
東
部
で
は
、
南
北
に
走
る
柵
の
シ
舘
留
Ｉ
缶
（
柱
悶
・
鴎
、
）
と
の

シ
認
認
１
国
（
柱
間
画
・
鴎
、
）
を
重
複
し
て
検
出
し
た
〕
ま
た
、
こ
れ
ら
か
ら
酉

へ
約
』
．
の
、
は
な
れ
て
、
南
北
の
柵
の
シ
舘
剖
（
柱
間
２
ｍ
）
が
あ
っ
た
。

本
地
域
西
部
は
東
部
よ
り
約
１
ｍ
ほ
ど
低
く
、
束
よ
り
に
、
発
掘
地
域
外
に
延

び
る
南
北
溝
の
口
笛
圏
（
約
３
ｍ
）
が
あ
る
。
西
方
か
ら
こ
の
溝
に
注
ぐ
東
西
溝
２

条
の
口
笛
鵠
（
約
骨
・
岳
）
、
の
ロ
鵠
＄
（
約
】
．
。
、
）
は
、
そ
の
東
半
部
で
土
壌
の

肉
麗
鵠
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
土
壌
の
口
笛
忠
は
、
重
複
し
群

！一 ー戸＝
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発
掘
地
域
は
宮
城
の
東
南
隅
で
、
東
一
坊
大
路
と
二
条
大
路
の
交
差
す
る
場
所

に
あ
た
る
。
そ
の
一
部
が
国
道
型
号
線
等
ハ
イ
・
ハ
ス
予
定
地
と
な
っ
た
た
め
、
緊
急

調
査
を
行
っ
た
。

発
掘
の
結
果
、
こ
の
地
域
は
後
世
の
削
平
に
あ
っ
て
い
た
が
、
東
一
坊
大
路
・

二
条
大
路
蚊
、
掘
立
柱
建
物
４
棟
．
柵
２
列
、
築
地
２
条
、
溝
８
条
、
橋
２
基
、

井
戸
１
基
の
各
遺
構
を
検
出
し
た
。

発
掘
地
域
の
北
西
部
で
は
東
西
に
流
れ
る
溝
（
上
側
縁
幅
画
・
儲
、
以
下
の
数
価
は

同
じ
部
分
の
溝
帆
）
が
走
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
第
哩
次
調
在
（
宮
城
西
南
隅
）
の
際

に
発
見
さ
れ
た
溝
の
ロ
届
呂
に
連
ら
な
り
、
宮
城
南
面
の
外
堀
と
考
え
る
も
の
で

あ
る
。
溝
は
さ
ら
に
の
ロ
豊
己
（
『
・
用
）
と
合
流
し
、
東
へ
⑫
ｍ
を
隔
て
坐
調
査

地
域
を
南
北
に
貫
通
す
る
溝
の
口
乞
９
ｓ
・
垣
、
）
に
接
続
し
て
い
る
。
前
者
は
、

第
躯
次
南
地
区
（
宮
城
東
面
巾
門
）
調
査
で
検
出
さ
れ
た
の
ロ
置
己
の
南
延
長
線
上

の
末
端
部
に
あ
た
り
、
後
者
は
宮
城
束
面
の
外
堀
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
合
流
地

点
は
水
流
の
た
め
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
側
壁
が
挟
り
取
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

溝
の
中
に
は
数
条
の
杭
列
が
あ
り
、
こ
の
部
分
は
少
な
く
と
も
３
同
の
護
岸
工
事

ロ
旨
ｇ
と
の
ロ
色
急
の
間
に
は
顕
箸
な
遺
構
が
な
い
の
で
、
こ
の
間
が
東
西
に
連

ら
な
る
二
条
大
路
の
路
面
幅
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
の
ロ
＄
認
は
め
ロ
ち
ｇ

と
４
ｍ
隔
て
て
平
行
す
る
溝
で
、
南
北
溝
に
合
流
し
て
い
る
。
こ
の
４
ｍ
の
間
に

は
盛
土
が
あ
り
、
南
北
溝
の
西
縁
に
沿
っ
て
南
へ
恢
角
に
通
っ
て
い
る
。
盛
土
面

に
は
帯
柱
列
も
あ
り
、
築
地
の
シ
色
呂
と
考
え
る
。
溝
の
ロ
窓
認
は
築
地
の
下
を

石
組
暗
渠
の
ロ
諺
怠
で
通
し
て
い
る
が
、
後
に
使
用
不
能
と
な
っ
た
よ
う
で
そ
の

南
に
木
樋
暗
渠
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

南
北
溝
の
東
側
上
縁
か
ら
東
へ
約
加
ｍ
の
位
置
で
、
南
北
に
走
る
溝
の
ロ
窓
巨

１
Ａ
（
］
・
用
）
を
検
出
し
た
〕
こ
の
溝
は
２
時
期
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
東
か
ら
西
行
す
る
満
の
ロ
怒
呂
Ｉ
少
（
］
．
、
、
）
が
の
ロ
＄
］
］
ｌ
陸
に
接

続
し
、
そ
れ
を
切
っ
て
溝
の
ｏ
ｇ
ｇ
ｌ
国
（
帥
叩
）
が
直
角
に
曲
り
南
行
し
て
い

る
。
瀧
の
ロ
＄
急
の
南
縁
か
ら
さ
ら
に
、
溝
の
東
側
上
縁
に
沿
っ
て
南
へ
続
く
盛

土
が
あ
っ
た
。
こ
の
部
分
は
築
地
の
シ
＄
呂
律
・
儲
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
築

地
寄
柱
列
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
南
に
続
く
大
部
分
は
、
潅
慨
用
水
路
の

下
に
な
っ
て
い
る
た
め
全
体
の
様
相
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

築
地
は
築
地
の
シ
乞
呂
と
同
一
東
西
線
上
に
あ
る
〕
な
お
こ
れ
ら
の
溝
は
素
掘
り

で
、
特
別
な
護
岸
施
設
は
な
か
っ
た
。

の
ロ
色
ｇ
と
の
ロ
窓
匡
Ｉ
Ｐ
と
の
間
は
、
中
肱
の
瀧
一
条
が
南
北
に
蛇
行
し
て

い
る
ほ
か
、
遺
構
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
間
は
約
加
、
あ
り
、
南
北
に
通

じ
る
東
一
坊
大
路
の
路
面
幅
で
あ
る
し
築
地
と
大
路
の
関
係
を
み
る
と
、
築
地
の

少
ち
ｇ
は
三
条
一
坊
の
北
東
を
限
る
も
の
と
な
り
、
築
地
の
缶
＄
ｇ
は
三
条
二
坊

の
北
西
を
限
る
こ
と
に
な
る
。

二
条
大
路
と
東
一
坊
大
路
と
の
交
差
点
は
、
南
北
溝
が
貫
通
し
て
い
る
た
め
、

平
城
宮
発
掘
調
査
概
報

鱒６図 枠 付 柱 根

が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。

溝
の
ロ
届
呂
の
南
側

上
縁
か
ら
南
へ
閉
封
ｍ

の
と
こ
ろ
に
、
東
西
溝

の
ロ
色
呂
（
１
ｍ
）
が

あ
り
、
東
に
流
れ
て
南

北
溝
と
合
流
す
る
。
の

3７
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に
組
ん
だ
枠
木
が
柱
の
下
端
に
は
め
こ
ん
で
あ
っ
た
。
柱
根
の
残
っ
て
い
な
い
柱

穴
で
も
枠
木
が
残
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
柱
を
安
定
す
る
た
め
に
組
ん
だ
も
の
と
思

わ
れ
る
。
全
体
に
柱
穴
を
深
く
穿
ち
、
ま
た
柱
が
太
い
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
る

と
、
高
い
楼
の
よ
う
な
性
格
の
建
造
物
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
種
の
建

物
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
掘
立
柱
建
物

の
園
窓
ｓ
は
二
条
大
路
上
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
西
妻
正
面
の
位
置
に
長
さ

函
．
、
ｍ
の
橋
の
〆
＄
ｇ
が
あ
り
、
両
者
は
一
連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

三
条
二
坊
西
北
隅
に
掘
立
柱
建
物
の
国
務
弓
・
罵
言
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
の
遺
構
と
し
て
、
の
画
窓
計
の
南
に
柵
列
の
少
＄
雪
・
＄
ご
・
窓
巴

が
あ
る
。
柵
は
東
西
方
向
に
二
条
が
井
列
し
、
井
戸
の
画
ぢ
ぢ
の
掘
方
が
切
っ
て

い
る
。
井
戸
は
底
部
に
肢
下
段
の
木
枠
組
が
わ
ず
か
に
残
り
、
二
条
の
瓦
製
土
管

を
配
し
て
導
水
し
て
い
る
。
土
管
に
は
半
載
さ
れ
る
前
の
丸
瓦
が
利
用
し
て
あ
っ

た
。

Ｒ５読

二
条
大
路
の
中
央
に
橋
の
〆
き
ｇ
を
架
し
て
い
る
。
橋
幅
は
岳
・
』
ｍ
あ
り
、
橋
杭

７
本
（
桁
行
い
・
爵
、
杭
間
名
画
・
器
）
の
橋
台
２
雑
か
ら
な
っ
て
い
る
。
僑
杭
の
数
、

位
置
な
ど
か
ら
し
て
、
少
な
く
と
も
３
回
の
改
修
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

橋
下
に
は
水
流
が
淀
む
個
所
が
あ
っ
た
た
め
か
、
溝
の
側
壁
に
沿
っ
て
有
機
物
の

堆
積
層
が
あ
り
、
出
土
し
た
木
簡
の
大
部
分
は
こ
こ
か
ら
発
見
し
た
。
ま
た
、
こ

の
附
近
よ
り
大
型
の
瓦
製
擬
宝
珠
が
出
土
し
て
お
り
、
橋
の
欄
干
に
用
い
ら
れ
た

０寓擢iI4丈6尺Ｂ

Ｉ
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耀
郡
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識
考
え
ら
れ
る
。
（
時
期
お
よ

俸
軸
麺
ぴ
規
模
に
つ
い
て
は
第
２
表
）

癖
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そ
の
う
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一
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《
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平
城
宮
発
掘
調
査
概
報

と
で
あ
る
。
肺
凹
も
各
種
に
わ
た
り
和
銅
銭
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
の
銅
銭
、
銅

鏡
片
、
海
老
錠
、
帯
金
具
、
飾
り
金
具
、
鉄
鎌
・
錨
・
釘
・
針
．
針
金
、
玉
類
な

ど
が
あ
る
。
隆
平
永
宝
の
ご
と
き
は
、
一
括
し
て
こ
つ
枚
以
上
の
出
土
が
あ
っ
た
。

と
く
に
金
属
製
品
や
大
並
の
鉱
津
の
出
土
は
附
近
に
鍛
治
関
係
、
宮
工
房
が
あ
っ

た
ら
し
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

溝
の
ロ
色
呂
は
出
土
遺
物
か
ら
染
て
・
か
な
り
の
年
代
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ

て
い
た
と
考
え
る
。
ま
た
埋
士
中
よ
り
少
な
く
と
も
叩
世
紀
を
降
ら
な
い
唾
壷
、

緑
紬
水
瓶
、
土
師
器
、
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
溝
の
埋
没

時
期
を
暗
示
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
地
城
で
は
明
ら
か
に
東
一
坊
大
路
を
検
出
し
得
た
が
、
宮
城
東
面
北
門
、

中
門
の
東
位
置
に
あ
た
る
第
塑
次
北
・
南
地
区
の
調
査
で
は
大
路
の
推
定
位
置
に

冊
列
、
掘
立
柱
建
物
、
井
戸
な
ど
の
遺
椛
が
発
見
さ
れ
、
大
路
と
し
て
認
め
雌
い

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
東
一
坊
大
路
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
重
要
な
疑

問
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

奈
良
簡
易
保
険
保
養
セ
ン
タ
ー
建
設
地
調
査
宮
城
西
面
外
堀

こ
の
場
所
は
第
辿
、
応
次
調
査
地
域
の
ほ
箕
中
間
で
、
県
道
を
陥
て
た
宮
城
西

面
外
堀
に
あ
た
る
。
こ
こ
は
簡
易
保
険
郵
便
年
金
福
祉
事
業
団
に
よ
る
奈
良
簡
易

保
険
保
養
セ
ン
タ
ー
の
建
設
地
と
な
っ
た
た
め
、
小
規
模
な
ト
レ
ン
チ
（
東
西
㈹

ｍ
、
南
北
６
ｍ
）
を
穿
っ
て
遺
構
の
存
否
を
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
西
而
の
築
地
大
垣
の
中
心
よ
り
嬬
地
を
隔
て
て
西
へ
約
廻
ｍ
の
と

こ
ろ
で
、
溝
の
西
側
上
縁
を
検
出
し
た
。
溝
の
東
半
部
は
道
路
の
下
へ
統
い
て
い

る
た
め
溝
幅
、
東
側
上
縁
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
宮
城
西
而
の
外
堀
と
考
え

る
も
の
で
あ
る
。

3９

平
城
宮
以
前
の
遺
椛
と
し
て
、
弥
生
式
時
代
の
溝
一
条
が
調
査
地
域
の
東
で
南

北
に
蛇
行
し
て
い
る
の
を
検
出
し
た
。

以
上
、
各
遺
構
に
つ
い
て
略
述
し
た
が
、
こ
れ
を
平
安
召
東
南
隅
と
比
較
し
て

承
る
と
、
こ
の
両
者
は
極
め
て
類
似
し
て
い
る
（
第
７
剛
、
第
８
図
参
照
）
。
す
な

わ
ち
の
ロ
届
呂
は
宮
城
南
面
の
外
堀
と
な
り
、
の
ロ
ち
ｇ
が
宮
城
東
面
の
外
堀
と

な
っ
て
い
る
な
ど
同
じ
で
あ
る
。
平
安
宮
と
の
連
い
は
の
ロ
置
己
の
溝
が
な
い
こ

と
、
宮
城
東
面
の
外
掘
は
二
条
大
路
を
災
通
し
て
南
に
流
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の

た
め
束
一
坊
大
路
の
道
幅
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
〕
ま
た
平
安
宮
の
築

垣
心
灸
距
離
は
大
宮
大
路
で
廻
丈
、
二
条
大
路
の
ｒ
丈
に
対
し
て
、
平
城
宮
で
は

東
一
坊
大
路
の
鵬
が
１
丈
短
か
く
な
っ
て
い
る
。

路
面
に
つ
い
て
は
第
皿
次
調
査
の
朱
雀
門
、
第
躯
次
北
地
区
調
査
で
は
一
部
バ

ラ
ス
数
面
が
認
め
ら
れ
、
路
面
の
状
態
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
問
頭
に

も
述
べ
た
よ
う
に
後
世
の
削
除
を
う
け
、
道
路
敷
に
は
そ
の
痕
跡
を
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
三
条
一
坊
附
近
の
土
質
と
、
二
条
大
路
と
で
は
か
な

り
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
両
者
の
埋
没
時
期
に
差
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

遺
物
は
重
要
な
も
の
が
数
多
く
出
土
し
た
が
、
と
く
に
溝
か
ら
の
出
土
肺
が
大

部
分
を
占
め
て
い
る
。
溝
の
う
ち
で
も
の
ｏ
ち
ぢ
か
ら
賎
も
多
く
出
土
し
、
屋

瓦
、
土
器
、
木
製
品
類
、
金
属
製
品
、
石
製
舶
な
ど
多
種
に
わ
た
る
。
そ
の
う
ち

顕
著
な
も
の
を
あ
げ
る
と
土
馬
、
土
錘
、
六
百
数
十
点
に
わ
た
る
木
簡
．
墨
書
土

器
、
木
製
人
形
、
硬
玉
製
勾
玉
、
緑
紬
軒
瓦
が
あ
る
。
緑
紬
軒
茄
な
ど
は
こ
れ
ま

で
平
城
宮
内
で
は
、
出
土
を
承
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
躯
頁
挿
閣
参
照
）

そ
の
ほ
か
と
く
に
注
目
に
価
す
る
こ
と
は
、
金
属
製
品
が
大
戯
に
出
土
し
た
こ



橋

礎板あり、

門あり

築地

Ａ

掘
の
上
縁
か
ら
西
へ
約
釦
ｍ
の
間
は
、
造
機
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
更
に
こ
の
西
に
は
、
幅
約
Ｐ
『
ｍ
の
浅
い
溝
状
の
凹
み
が
あ
り
、
部
分
的
に

溝
底
と
み
ら
れ
る
砂
の
堆
積
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
釦
ｍ
の
間
が
、
南
北
に
通
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ＳＡ３５５７１５以上’２．２

ＳＡ３５９０１２６以上’２．６第
妬
次
・
両
面
中
門

ＳＡ３６４０１３×３１２１２１北踊

ＳＡ３６４２１４以上？’２．１

ＳＡ３６８０１１１以上’２．６

ＳＢ３６９０５以上×２２．６１２．６

ＳＢ３５６ ０ ７ × ２ １ ２ ． ３ １ ２ ． ３Ｂ
９
．

ＳＡ３５６７１７以上’２．８

表
中
の
時
期
区
分
Ａ
・
Ｂ
．
Ｃ
ば
、
同
一
地
区
で
の
相
対
的
な
序
列
で
あ
っ
て
、
た
。
出
土
遺
物
は
土
器
、
屋
瓦
の
ほ
か
、

各
地
区
に
共
通
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
柱
間
寸
法
は
概
数
値
を
示
す
。
緊
血
可
巳
Ｅ
１
．
よ
ば
一
八
ら
っ
こ
。

ＳＢ３５９９１３×２１１．７１１．８

10以上

10以上

35以上

12以上

32以上

4０

な
も
の
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ

緑
紬
陶
器
片
な
ど
が
あ
っ
た
。

（
石
井
則
孝
・
三
輪
嘉
六
）

Ｂ

Ａ以前 1.6

２

４
６
●
■

１
１

３
４
《
八
Ｕ
８
０
０
－
，
８
５
〈
Ｕ
（
Ｕ
Ｏ
ハ
Ｕ
２
７
０
７
０
５
１
５
ｎ
Ｕ
１

７
７
２
６
８
０
０
１
９
５
４
１
７
０
０
２
６
７
７
８
０
２
７

７
７
７
７
７
８
Ｒ
》
８
７
７
７
８
８
９
９
ｑ
〉
Ｑ
〕
９
９
９
〈
Ｕ
、
）
８

３
ｎ
ｄ
ｎ
ｄ
ｎ
ｏ
３
３
ｑ
）
ｎ
Ｏ
３
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｑ
〕
ｎ
ｄ
ｎ
ｄ
ｎ
ｏ
ｎ
。
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
Ｑ
〕
４
４
３

Ｂ
Ｂ
Ｘ
Ｋ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｘ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｘ
Ｂ

〔
ロ
Ｑ
〕
Ｑ
）
（
。
。
）
（
ご
〔
。
〔
、
Ｑ
）
Ｑ
〕
Ｑ
）
Ｑ
）
（
。
Ｑ
）
Ｑ
〕
Ｑ
）
（
。
〔
。
Ｑ
）
（
ご
Ｑ
）
Ｑ
）
Ｓ

２
２

×
×

４
２

築地

東西順？

築地、寄柱なし

橋
第
詑
次
・
宮
城
東
南
隅

第
”
次
・
第

２３

9以上？

５
５
２
４
０

車
■
●
●
■

３
３
２
２
３

棟持柱15ｍ

次
内
裏

握舎
Ｂ
Ｃ

２月3以上×２

２

４

８以上？

１×１

６以上？

６以上？

６

2以上×2以上

築地寄柱

橋

北廟

５

3？×3以上 ２．８１２．８Ａ じ
る
西
一
坊
大
路
の
路
而
幅
で
あ
り
、
溝
は
大
路
の
側
溝
と
推
定
で
き
る
。
ま
た

こ
の
西
に
接
し
て
、
わ
ず
か
な
盛
土
の
痕
跡
を
認
め
た
）
し
か
し
こ
の
地
域
は

全
体
に
後
世
の
削
平
を
受
け
て
い
る
の
と
、
小
規
模
な
ト
レ
ン
チ
の
た
め
に
明
確

２
２
１
５

３
．
３
．
９
３
６
．
・

１

３
２
２


